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ジルコン中のＦＴのエッチング・アニーリング特性における残余ＦＴダメージの

影響

Effects of remnant fission track damage on etching and annealing characteristics of fission

tracks in zircon
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本研究ではジルコン中のF Tのエッチング・アニーリングにおける残余F Tダメージの影響を調べることにした。
試料は様々な条件で照射( 0 - 2 0 h r )、加熱( 6 0 0 - 7 0 0℃, 1 h r )実験を行った後、それぞれについてトラック長測定を行っ
た。測定した結果、短時間照射のものほど比較的短く測定される傾向があり、逆に長時間照射したものでは長く
測定される傾向がある。これは放射性損傷をより多くうけた試料ほど熱アニーリングに対して高い抵抗力を持っ
ていると解釈することができる。

フィッショントラック（F T）法は，2 3 8 Uが自発核分裂を起こしたときに鉱物内にできる自発F Tを用いた年代測
定法である。鉱物粒子に残されたF Tの数はF Tが記録されてからの時間（年代）と鉱物内のウラン濃度で決まる。
またF Tの安定性は温度に依存しており、ある一定の温度を超えるとF Tは徐々に短縮しやがて消滅してしまう。こ
れをアニーリングと呼び、その温度は鉱物によって固有の値をもつ。従ってF Tの長さ・個数を測定する事により、
その鉱物が含まれる岩体の熱史の推定が可能になる。ただしF Tは、電子顕微鏡下でのみ観察される微細なキズで
あるため、通常は化学的にエッチング処理を施してから光学顕微鏡下で観察する。よって得られた測定値は、F T
のエッチング特性・アニーリング特性の両方に依存することとなり、これらの特性を明らかにすることがF T法を
使う上で必要になる。特にジルコンを用いたF T法は、その閉鎖温度が2 5 0℃程度と考えられており、上部地殻にお
けるテクトニクスや熱構造を解明するのに有用であるため、その特性を正確に理解する必要がある。これまでの
研究では、αダメージの蓄積がエッチング効率に影響を与えることが分かっている。そこで本研究では、ジルコ
ン中のF Tのエッチング・アニーリングにおける放射性損傷の影響について研究を行った。特に放射性損傷として
は、αダメージやFTダメージなどが存在するが、今回の研究においては、Hasebe et al. (1994)によって提案された
残余F Tダメージの影響を調べることにした。残余F Tダメージというものは、F Tがすべてアニーリングされ、見た
目(エッチングした状態)上でF Tが、ないように見えるときの潜在的に鉱物中に残っている核分裂によるダメージ
である。試料は様々な条件で照射 ( 0 - 2 0 h r )、加熱( 6 0 0 - 7 0 0℃, 1 h r )実験を行った後、それぞれについてトラック長測
定を行った。

測定した結果、アニーリングさせていないサンプルや6 0 0℃で1時間加熱させたものについては、互いに差がな
く照射時間に関係なくF Tダメージの影響も少ないと思われる。しかし6 5 0℃と7 0 0℃で1時間加熱させた試料につい
ては、短時間照射のものほど比較的短く測定される傾向があり、逆に長時間照射したものでは長く測定される傾
向がある。これは放射性損傷をより多くうけた試料ほど熱アニーリングに対して高い抵抗力を持っていると解釈
することができる。よって古い試料ほどダメージを受けているのでアニーリングされにくいと予測され、堆積岩
のようにそもそものトラック密度にばらつきのある試料においてアニーリングが起こる場合、トラック長が残余
FTダメージの影響を受けている可能性がある。

今後の課題として、アパタイトではすでに明らかにされている化学組成やfluid inclusionの量などのほかの可能
性のあるファクターも、今後調べる必要があると思われる。そして結果的には、F T法を用いることにより、より
精密な上部地殻の温度履歴のモデル化が、できるようになると思われる。


